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自治センターだより

文化祭の準備始まる
　
　健寿大学（矢内鷹嗣会長）は、１１月１６日文
化祭に向け作品の制作を行った。講師は去年に引
き続き板橋の須藤　和さんで、新聞の折り込みチ
ラシ・牛乳パック等のリサイクル品を材料にして
いる。
　「細かい仕事で疲れる」などと言いながら、３
時間程の作業に励んでいた。それでも、自分の作
品の出来栄えに満足した様子で11月２日の文化祭
を楽しみにしていた。
　

　　　　　　　　　　　　　2014石川町産業交流祭開催

　１０月１２日午前９時から母畑レークサイドセンターで、石川町産業交流祭が開催されまし
た。山橋地区産業交流祭実行委員長矢内千尋（自治センター運営競技会長）のもと、山橋地区
区長会、山橋まちづくり委員会、山形地区有志などの協力により参加しました。
　今年度は、鍋祭りを行わないということで、その代わり産業交流祭で各地区の鍋を販売する
ことになり、山橋地区は、「宝の里鍋」を９０食作成し、販売しました。
　町づくり委員会は、今年も「石ころ多」が登場し子供たちの人気物になっていました。携帯
ストラップ・缶バッジ・ショコラの販売を行いました。
　山形の有志の方には、焼ソバ・農産物の販売の協力を頂き焼ソバ・鍋を完売するなど天候に
も恵まれ盛会の内に終了した。
　皆様のご協力に感謝いたします。　ありがとうございました。

子供たちとハイポーズ

作品づくりに励む会員

営業活動する石ころ多

11月の主な行事予定
　
日 曜 行事予定 備考 日 曜 行事予定 備考

２ 日 山橋地区文化祭 センター １５ 水 伝達料理講習会 センター

１２ 水 ふれあい広場３班 センター ２２ 土 ゆるキャラサミット 羽生

１２ 水 校内マラソン 山形小 ２６ 水 交流学習 南・山形小

１２ 水 合同授業研修 南山形小

麹づくりはじまる
　山橋まちづくり委員会産業部会（大平部会長）
は、山橋地区文化祭で販売するため、１０月２２日
部会員達によって麹づくりを行った。蒸したお米に
麹菌をかけ、これから３日ほど寝かせてつくるそう
です。袋に小分けして販売するとのことです。
　また、同じ日に竹炭の袋づめをおこなった。これ
は地域の資源を活用するため孟宗竹を炭に焼いたも
のです。
　山橋地区文化祭には竹炭も販売します。「地区の
皆さんも文化祭においでになって是非買って行って
下さい」とのことです。

蒸した米を冷ましている

健寿大学移動研修開催
　健寿大学（矢内鷹嗣会長）は１０月２３日南
会津町前沢地区に移動研修を行った。参加者は
１９名で天候にも恵まれ散策を楽しんだ。
　この集落は茅葺の住宅が保全され、昔のたた
づまいが残っている。古民家博物館の囲炉裏の
まわりでは昔を懐かしんでいた。
　帰りは田島駅に隣接する奥会津博物館・道の
駅を見学し、お土産の買い物も楽しんだ。
　甲子トンネル近辺の紅葉も見ごろで、参加者
は有意義な１日を過ごした。前川集落を散策する参加者
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ふれあい広場第２班開催
　ふれあい広場第２班は利用者１９名ボラン
ティア１４名により８日に開催された。
今回は「文化祭に向けて作品をつくろう」とい
うことで、石川町、広野町の復興に向けての願
いをこめ、作業をおこなった。
　各文字を思い思いのクレヨンで染め上げてカ
ラフルなパネルが出来上がった。また１人づつ
造花を作成し、当日飾る予定となっている。
　お楽しみのお昼の食事は、季節の高級な松茸
ご飯であった。３名の誕生会も行い和気あいあ
いのひと時を過ごした。
　文化祭当日は、ぜひ見に来て下さい。

山形小・南山形小最後の学習発表会
　山形小学校は１８日「親子でつくろう・やまびこフェステバル」と銘
打って小学校最後の行事を行った。第１部は９時からで、親子うどん打
ち・けんちんづくり、１１時からは父兄と一緒に屋外での会食。
　第２部は１３時からで、やまびこフェステバルというフルログラムで
あった。　子供たちは、様々な学習や教育活動に関連した自分たちで創
作した脚本をもとにはつらつと発表していた。「さよなら」よりもチー
ム山形で「ありがとう」を伝えよう!に向かって１９人が輝いていた。
　一方南山形小学校は２５日「南っ子」まつりと銘打ってやはり小学校
最後の行事を行った。第１部は、８時３０分１４１年の歴史を閉じる学
習発表会となった。各学年ともそれぞれ工夫をこらしたプログラムであ
り、父兄や老人クラブの喝さいをあびていた。教職員によるパフォーマ
ンスや、南小保護者による混成鼓笛隊？の演奏、バトン、フラッグは、
子供たちがおお喜びをしていた。
　１１時からは第２部としてミニ収穫祭を開催。子供たちが精魂こめて
栽培した、お米によるおにぎり、権現やまで栽培した野菜を使ったみそ
汁、さつま芋が入った蒸しパンなどを保護者、来賓、老人クラブなどお
世話になった人達と一緒に会食した。
　両校の子供たちは統合しても、自分に誇りを持って頑張ってほしい。

作品を前に記念写真
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